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※１ 2020 年の姿については、「農業経営統計」（組替集計）等から、個々のモデルごとに農地面積等から抽出

した統計値から労働時間・所得を試算。 

※２ 2030 年の姿については、以下の条件のもと、「農業経営統計」（組替集計）やスマート農業の実証結果や

事例等を活用し試算。 

農業所得は、農業経営統計における農業所得の考え方に準じて試算（農業粗収益（補助金含む））から

物的経費、雇用経費、支払利子・地代を控除）。 

労働時間は、スマート農業技術や栽培技術等の導入による省力化等の効果の他、品目ごとの事情を踏ま

え、規模拡大や農地集積による効率化の効果を含み試算。 

農産物価格は、2020 年の姿の水準をベースに、品目ごとの事情を踏まえて設定。 

単収は、スマート農業技術や多収品種、栽培技術等の導入による効果も見込み設定。 

補助金は、2024 年度の水準をベースに、品目ごとの事業を踏まえて試算。 

農業機械等の価格は、メーカーの販売価格等を参考に設定し、減価償却費として計上。 

 

 




